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Project 

⑬ 
地域協働専攻 

国際協働グループ 

地域プロジェクト （令和3年度前期～令和3年度後期）  

函館の国際交流活動の現状と課題 

【メンバー】 [学   生 ] 石川 竜汰/齋藤 珠花/佐藤 孝典 

[担当教員] 河 錬洙 

【背景】 

例年では、“はこだて国際民俗芸術祭”や“地球祭り”を通して函館の国際交流と現状を見つめ、フェスティ

バルシティとしての発展を考えてきた。 

しかし新型コロナウイルス感染症で祭りの開催が難しい中で、どのような交流を行っていくべきなのか私達

学生が実際にイベントの企画運営に携わることで国際交流への理解を深めるためのプロセスを考えることに

した。 

【目的】 

函館の国際交流を次世代に向けて、SNSツールや新技術を駆使した配信サイトを用いた活動を行い、そこ

の中で生まれた課題を社会人の方や、企業の社長、アーティストといった様々な立場の方々と交流し、試行錯

誤をし、解決することで将来における函館を国際的にアピールする一つのモデルを作る。 

【概要】 

はこだて国際民俗芸術祭主催のWMDF(World Music and Dance Festival)に協力していただき、ソーシャルデ

ィスタンスや、三密を避けた新たな生活様式の中で、どのような国際交流ができるのか、ボランティアを通して

検討する。前年のような対面でのイベントは行えないため、24時間のライブ配信(以下芸術祭ショー)を行うこと

を企画し、運営のサポートを行う。 

芸術祭ショーに向けて、垣ノ島遺跡と縄文文化交流センターの取材に赴き、ライブで流す動画を作成する。 

【プロセスと成果】 

(芸術祭ショー) 

北海道新聞(10/25)に掲載されたり、SNSで告知を頻繁に行ったりすることで、以前はこだて国際民俗芸術

祭に訪れたことがある方や函館市民、外国人を中心に注目を集めることができた。 

外国人アーティストを含めた58グループのアーティストが募りパフォーマンスを行った。 

サイトに対するアクセス数は10月31日(土)がピークで556ユーザーの出入りがあった。 

芸術祭ショー – ワールズ・ミート・ジャパン (https://worldsmeet.org/show) 

 

(垣ノ島遺跡＆縄文文化交流センター紹介動画) 

ライブでの紹介と YouTube での掲載を行った。 

日本語、英語、中国語、韓国語の字幕付けも行い、 

外国にも紹介できる内容を心がけた。 

函館市縄文文化交流センターの紹介 

（https://www.youtube.com/watch?v=E_Tb5xGf_9c） 

 

【芸術祭ショーのポスター及びサイト QR コード】 【↑垣ノ島遺跡への取材】 

【YouTube 動画 QR コード→】 

file://///fs02/函館/函館_学務/kyomu/カリキュラム（学部）/19_地域プロジェクト/R3/★R3成果報告書/02_修正版（総務Gへ提出）/01_国際協働グループ/芸術祭ショー%20
file://///fs02/函館/函館_学務/kyomu/カリキュラム（学部）/19_地域プロジェクト/R3/★R3成果報告書/02_修正版（総務Gへ提出）/01_国際協働グループ/芸術祭ショー%20
https://worldsmeet.org/show


北海道教育大学函館校     

 

【総括と反省・今後の課題】 

 

WMDF の協力を通して外部との連携の重要性を学ぶことができ、zoom 会議を通して、民間企業や NGO な

どの諸団体の責任者やミュージシャンなどの様々な立場の人と意見を交わすことで、自分たちの知らない視

点から一つの物事について考えることができた。 

取材に行くことによって函館の歴史を知ることができ、外部に発信できた。 

ライブ配信や紹介動画作成で機材やソフトウェアの扱いを学べた。 

大規模なイベントでの共同作業なので小さなミスが致命的になったり業務が滞ってしまったりする可能性が

あった。定期的な活動が設けられていなかったため逐一報告やコミュニケーションが求められた。そのため常

に全体の動きを把握して自分の役割を意識して行動しなければならず責任感を養えた。 

基本社会人や地域の方、外国人を主体にアピールすることが多く、教育大生の周知をしてもらえる機会を

設けることができなかった。 

【地域からの評価】 

 

・スペースチャットの中で話せるのがとても良い

という反応が多く寄せられた。 

 

・去年もはこだて国際民俗芸術祭が開催されず今

年も開催できないことを残念に思っていたが、このよ

うな形でできたことをうれしく思っているという声を多

く頂いた。 

 

・各アーティストの企画に各国の視聴者から「い

い音楽だ」「凄い」といったコメントが多数書き込

まれた。 

【その他】 

年間スケジュール 

 

・常時不定期 

芸術祭ショーに向けてどのようなことができるかの企

画案・演出案を出し合ったり、目的や予算、物品、タ

イムテーブル、集客のための広告案などの細かい内

容を思案・修正したりをSlackやZoomを通して社会人

の方や、企業の社長、アーティストと不定期で打ち合

わせ 

 

・9/12、10/4 

芸術祭ショーの中でできるスペースチャットやバーチ

ャルステージの試運転ミーティング 

・9/27 

垣ノ島遺跡取材 

・9/29 

縄文文化交流センター取材 

芸術祭ショー当日まで動画の作成・編集 

・10/30、10/31 

芸術祭ショー当日 

 

・その後 

Youtubeでライブ映像をアップロード。アクセス数や参

加者のリアクションの調査。 


